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長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た

　

自
治
会
役
員
、
町
内
会
長
と
し
て
地
域
振
興
の
活
動
に
永
年
ご
貢
献
、

ご
尽
力
さ
れ
た
次
の
方
々
が
、
そ
の
功
績
を
た
た
え
ら
れ
、
自
治
総
連
合

会
長
か
ら
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。　

 

（
か
っ
こ
内
は
校
区
＝
敬
称
略
）

◆ 

新
会
長
就
任 

◆
小
倉
中
央
校
区
天
神
島
自
治
連
合
会

会
長　

下
田　

善
行

５
月
度
依
り
、
藤
江
会
長
の
後
任
と
成

り
ま
し
た
。
微
力
で
す
が
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
皆
さ
ま
に
は
、
自
治
会
活
動
に
ご
支

援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
心
か
ら
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、「
明
る
く
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
」
を
目
標
に
、
地
域
の
皆
さ

ん
と
共
に
町
内
会
へ
の
加
入
促
進
や
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
、
自
治
組
織
の
発

展
強
化
の
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
昨
年
度
は
、
校
区
間
交
流
事
業
と
し

て
実
施
し
た
「
ギ
ラ
ヴ
ァ
ン
ツ
北
九
州

の
サ
ッ
カ
ー
観
戦
」
や
「
健
康
を
考
え

　
地
域
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
ご
ろ
か

ら
、
防
犯
・
防
災
や
環
境
美
化
活
動
、

子
育
て
な
ど
地
域
の
発
展
の
た
め
に

様
々
な
面
で
活
躍
し
て
い
た
だ
き
感
謝

い
た
し
ま
す
。

　
近
年
、
日
本
各
地
で
予
期
せ
ぬ
自
然

災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
災
害
が
発
生
す
る
た
び
に
、
地
域
住

民
同
士
の
助
け
合
い
の
大
切
さ
を
感
じ

る
つ
ど
い
」
な
ど
多
く
の
参
加
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
事
業
を
通
じ
て
、
人
と
人

と
の
ふ
れ
あ
い
の
輪
が
広
が
り
、
小
倉

北
区
自
治
総
連
合
会
と
し
て
の
連
帯
感

が
よ
り
一
層
強
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
行
政
と
連
携
を
と
り
な
が

ら
、
皆
さ
ま
方
と
も
手
を
携
え
、
私

た
ち
の
街
「
小
倉
北
区
」
が
、「
住
ん

で
よ
か
っ
た
」「
安
全
で
安
心
な
ま
ち

だ
」
と
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
更

に
努
力
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　
皆
様
に
は
、
引
き
続
き
、
ま
ち
づ
く

り
に
対
す
る
高
い
意
識
を
持
ち
続
け
、

今
後
も
活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
す
。
地
域
の
方
々
が
、
日
ご
ろ
か
ら

緊
密
な
関
係
を
築
い
て
い
る
こ
と
が
、

い
ざ
と
い
う
時
の
備
え
に
つ
な
が
っ
て

き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
自
治
会
や
町

内
会
な
ど
の
自
治
組
織
を
中
心
と
し
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
さ
ら
に
大
切
に
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
行
政
に
お
き
ま
し
て
も
、
皆
さ
ま
と

力
を
合
わ
せ
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
安
心

で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
尽
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
皆
さ
ま
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

小
倉
北
区
自
治
総
連
合
会

会
長　

福　

丸　

清　

生

ご
あ
い
さ
つ

　

小
倉
北
区
長

　
　
　

田　

島　

裕　

美

本
年
4
月
に
小
倉
北
区
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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自
治
総
連
合
会
事
業
計
画

重
　
点
　
事
　
業

⑴
自
治
組
織
の
発
展
強
化
の
た
め
の

諸
施
策
の
推
進

・
町
内
会
へ
の
加
入
促
進
と
自
治
組

織
の
透
明
性
の
推
進

・
校
区
自
治
連
合
会
事
業
の
指
導
推
進

・
自
治
組
織
の
向
上
の
た
め
の
指
導

者
研
修
の
実
施

・
北
九
州
市
自
治
会
総
連
合
会
と
の

連
絡
調
整

・
校
区
間
交
流
事
業
の
実
施

⑵
行
政
機
関
と
の
緊
密
な
連
絡
調
整

及
び
協
力

・
市
政
だ
よ
り
等
委
託
契
約
に
も
と

づ
く
文
書
の
配
布

・
区
の
実
施
す
る
事
業
に
対
す
る
協
力

・
人
権
教
育
の
啓
蒙
、
啓
発
活
動
の

推
進

⑶
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
と

地
域
安
全
活
動
の
推
進

・
防
犯
、
防
災
活
動
の
推
進

・
交
通
安
全
の
推
進

・
暴
力
追
放
運
動
の
推
進

・
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
の
推
進

⑷
社
会
福
祉
活
動
の
推
進

・
赤
い
羽
根
共
同
募
金
、
歳
末
た
す

け
あ
い
運
動

・
日
赤
奉
仕
団
活
動

環
境
衛
生
協
会
連
合
会
事
業
計
画

重
　
点
　
事
　
業

⑴
各
種
市
民
運
動
の
推
進

・
地
域
環
境
活
動
等
支
援
事
業
に
対

す
る
助
成

　
地
域
に
お
け
る
環
境
活
動
を
支
援

す
る
た
め
に
助
成
を
行
う
。

・
特
別
推
進
地
区
に
対
す
る
助
成

　
河
川
・
海
浜
の
推
進
地
区
を
設

け
、
運
動
の
促
進
を
図
る
た
め

に
助
成
を
行
う
。

・
美
化
活
動
支
援
管
理
の
助
成

　
各
町
内
が
ご
み
ス
テ
ー
シ
ヨ
ン
の

維
持
管
理
を
す
る
た
め
の
「
防

鳥
ネ
ッ
ト
」、
清
掃
用
具
（
箒
・

チ
リ
ト
リ
等
）
購
入
及
び
「
集

積
容
器
」
設
置
の
助
成
を
行
う
。

⑵
地
区
衛
生
組
織
活
動
指
導
者
の
育
成

⑶
保
健
衛
生
、
環
境
衛
生
に
関
す
る

啓
発
活
動
の
推
進

⑷
ご
み
の
資
源
化・減
量
化
運
動
の
推
進

⑸
健
康
づ
く
り
運
動
事
業
の
推
進

　

小
倉
北
区
自
治
総
連
合
会
・
小
倉
北
区
衛
生
協
会
連
合
会
は
、

５
月
27
日
に
総
会
を
開
き
、
本
年
度
の
活
動
方
針
を
協
議
し
事
業

計
画
を
決
め
、
新
年
度
の
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
７
月
は
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
て
い
る
「
愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動
」
推
進
月

間
で
す
。
小
倉
北
区
献
血
推
進
協
議
会
が
「
愛
の
献
血
で
命
を
救
お
う
」
と
皆

様
の
ご
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
魚
町
銀
天
街
献
血
ル
ー
ム（
℡
５
５
１

－

１
２
１
１
　
金
曜
日
定
休
）で
は
常
時
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
７
月
は

特
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
各
地
域
に
お
き
ま
し
て
も
献
血
バ
ス
に

よ
る
校
区
献
血
を
行
い
、
皆
様
の
献
血
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
各
校
区
の
献
血
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
指
定

袋
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
対
象
は
体
重
50 

Kg
以
上
で
男
性
17
～
69
歳
と
女
性
18

～
69
歳（
65
歳
以
上
は
、
60
～
64
歳
に
献
血
経
験
が
あ
る
こ
と
）年
齢
の
分
か

る
も
の
が
必
要
で
す
。

７
月
15
日（
水
）
13
時
～
16
時
　
日
明
小
学
校

９
月
９
日（
水
）
10
時
～
12
時
・
13
時
～
16
時
　
貴
船
市
民
セ
ン
タ
ー

９
月
29
日（
火
）
12
時
～
16
時
　
西
小
倉
小
学
校

10
月
２
日（
金
）
9
時
30
分
～
16
時
　
中
井
小
学
校

献
血
に
ご
協
力
を

　小倉北区自治総連合会では、６月11日～ 12日に視
察研修を行いました。一日目は宝当神社のある高島
で、島おこしについてボランティアの方の話を聞きま
した。そして、市と企業が連携し、企画・運営する武
雄図書館を視察しました。書店、カフェが併設してい
て飲物を飲みながら本を読む事が出来たりと居心地が
良く、新たなコミュニティとなっていました。
　二日目は、日本最大の有明海干潟を視察し、その後
研修を受けました。むつごろうなど珍しい生き物が多
く生息している貴重な自然を、地域の人々が積極的に
海の保全のための取組みを行っているとのことでした。

視 察 研 修 実 施

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
用 

防
鳥
ネ
ッ
ト
補
助
金
申
請
受
付
中

平
成
27
年
7
月
１
日
よ
り

「
小
倉
北
区
環
境
衛
生
協
会
連

合
会
」
に
名
称
変
更
に
な
り
ま

し
た
。

「干潟環境講座」研修の様子 島おこしの取組について説明を聞く
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